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棚
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ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ

井戸

意見交換会のようす＝３月９日

倉
岳
地
区
公
民
館
の
全
体
講

座
が
「
牛
深
出
身
、
宇
良
田
唯

を
語
る
」～
日
本
初
の
女
性<

ド

ク
ト
ル
・
メ
デ
ィ
ツ
ィ
ー
ネ>

～

と
題
し
て
８
月
４
日(

水
）
棚
底

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
会

室
で
開
催
さ
れ
た
。

「
宇
良
田
唯
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
１

月
に

T

K

U

で
「
郷
土
偉
人
シ
リ
ー
ズ

宇
良
田
唯
～
医
者
と
し
て
の
使
命
に
燃

え
て
～
」
が
放
送
さ
れ
、
６
日
に
は
、
医

療
の
発
展
に
尽
力
し
た
功
績
を
称
え
、

唯
の
胸
像
除
幕
式
が
熊
本
大
薬
学
部
で

あ
っ
た
ば
か
り
な
の
で
テ
レ
ビ
等
で
ご

覧
に
な
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
う
。

講
座
で
は
、
郷
土
史
研
究
を
続
け
な

が
ら
天
草
の
自
然
と
歴
史
を
語
る
会
、

牛
深
歴
史
文
化
遺
産
の
会
に
所
属
、
ま

た
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
「
牛
深
カ
メ
ラ
」
を

経
営
さ
れ
、
「
宇
良
田
唯
」
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
ら
れ
る
吉
川
茂
文
先
生
が
宇

良
田
唯
の
業
績
や
人
物
像
な
ど
に
つ
い

て
資
料
や
写
真
を
基
に
説
明
さ
れ
た
。

唯
は
、
熊
本
薬
学
校
を
卒
業
後
、
医
師

を
志
し
上
京
。
医
術
開
業
試
験
に
合
格

し
、
医
者
と
な
り
牛
深
な
ど
で
開
業
。
そ

の
後
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
が
、
き
っ
か

け
は
当
時
、
牛
深
に
多
か
っ
た
眼
病
の

存
在
が
大
き
か
っ
た
そ
う
で
す
。

帰
国
後
は
、
牛
深
、
東
京
で
開
業
。
結

婚
を
機
に
中
国
に
渡
り
天
津
で
「
同
仁

病
院
」
を
創
設
。
貧
し
い
患
者
か
ら
は
治

療
代
を
と
ら
ず
、
「
医
は
仁
術
」
の
理
想

を
実
践
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
草
の
片
田
舎
か
ら
日
本
人
女
性
初

西
洋
医
学
博
士
の
学
位
号
を
取
得
さ
れ

た
唯
の
医
師
と
し
て
の
志
の
高
さ
、
功

績
の
凄
さ
に
深
く
感
銘
し
ま
し
た
。

９月５日（日）に予定していました棚底地区スポーツ大会は、

新型コロナウイルス感染症の拡大防止や熱中症等の観点から選手、

役員の健康や安全面を考慮し、 すること

になりました。予め予定されていました皆さんには、大変ご迷惑をお掛

けしますが、ご理解の程よろしくお願い致します。

９月２６日に予定していました「棚底地区敬老会」は、新型コロナウ

イルス感染症の収束が見通せないため今年度も中止することにな

りました。開催をお楽しみにされていた皆様には大変申し訳ありま

せんがご了承ください。

なお、敬老対象者の皆様には、後日、記念品をお届けしますのでお

楽しみにお待ちください。

袴をイメージした「宇良田唯女史顕彰碑」＝牛深町船津の公園 唯の業績や人物像などについて説明される吉川先生＝集会室
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７月末

948（+2）

６月末

484 1,061（-4）

946

482（-2） 1,065
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７月末 ６月末

637（+1）

高齢化率
５０.６０％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 279（0）279 636

441（0）

1,202（-2）

宮　田 441

2,647 2,646（-1）合　計 1,204

今月の石垣散策トイレ掃除当番

体育部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

９月２１日（火）～３０日（木）

秋の全国交通安全運動

９月２６日（日）棚底地区スポーツ大会

９月２６日（日）敬老会（中止）

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
第
６
３
号

９月３０日（木）に熊本市で今年度最初の史
跡棚底城跡整備検討委員会を行います。

会議はⅡ郭平面整備設計内容が主な議題
となりますが、樹木伐採や道路工事について
も報告します。また、令和になって実施した発
掘調査の報告書や国指定１０周年を記念した
冊子の刊行など、これから続々と棚底城跡の
魅力が発信されます。刊行したものは、コミュ
ニティセンターや図書館に寄贈することになり
ますので、その際はお知らせいたします。 お
楽しみに！

（天草市文化課 宮崎）

～整備検討委員会を開催します～

【棚底城跡整備イメージ】

八
代
海
を
渡
っ
た
移
住

棚
底
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の
家
庭

で
は
、
八
代
、
人
吉
、
球
磨
、
さ
ら
に

は
薩
摩
の
大
口
、
宮
崎
の
え
び
の
、

小
林
方
面
な
ど
に
遠
い
、
近
い
の
差

は
あ
る
も
の
の
、
親
戚
を
お
持
ち
か

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
回
も
会
っ

た
こ
と
は
な
い
が
、
ど
う
も
薩
摩
に

縁
者
が
い
る
ら
し
い
・
・
・
な
ど

と
。棚

底
地
区
内
の
空
き
地
の
側
を

通
る
と
、
「
こ
こ
ん
し
ゃ
、
や
っ
ち
れ

(
八
代
へ
）
行
か
し
た
」
あ
る
い
は
、

「
く
み
ゃ(

球
磨
へ
）
な
お
ら
し
た
」
な

ど
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
家
族
丸
ご
と
他
地
区

へ
移
住
す
る
と
な
る
と
、
大
変
な
気

が
し
ま
す
が
、
天
草
で
は
江
戸
時
代

か
ら
移
住
が
盛
ん
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
天
草
島
原
一
揆
以
後
、
人
口
が

増
え
す
ぎ
た
り
、
さ
ら
に
北
薩
地
方

の
開
発
を
目
的
に
薩
摩
藩
か
ら
移

住
の
要
請
が
あ
っ
た
の
も
原
因

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

嘉
永
六
年(

一
八
五
三
）
に
は
、
菱

刈(

現
伊
佐
市
）、
真
幸(

現
え
び
の

市
）
な
ど
の
北
薩
方
面
に
天
草
か
ら

五
三
三
人
も
移
住
し
て
お
り
ま
す
。

薩
摩
藩
が
各
村
毎
の
移
住
者
名
と

家
族
数
の
記
録
を
残
し
て
お
り
、
棚

底
村
か
ら
四
家
族
十
二
人
が
新
天

地
に
移
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
当

時
の
こ
と
で
す
か
ら
苗
字
が
書
か

れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
以
下
の
四
家

族
で
す
。

鎌

助

三
人

大
口
へ

弥

市

四
人

大
口
へ

庄

吉

三
人

加
久
藤
へ

太
五
郎

二
人

加
久
藤
へ

昔
か
ら
、
「
棚
底
い
な
ま
き

浦

こ
れ
き

宮
田
伝
馬
で
魚
釣
り
」
と

表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
九
州
中
の

い
な
ま
き
は
棚
底
の
人
が
打
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
天
草
か

ら
は
す
で
に
三
五
〇
年
ぐ
ら
い
前

か
ら
球
磨
方
面
に
む
し
ろ
打
ち
に

出
か
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
か
っ
て
、

宮
崎
県
の
え
び
の
市
か
ら
歳
川
さ

ん
を
始
め
数
家
族
の
方
々
が
棚
底

の
先
祖
の
墓
参
り
を
し
た
い
と
来

町
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
他

地
区
で
歳
川
と
い
う
姓
は
あ
ま
り

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
方
た
ち
の
先
祖
は
安
政

年
間(

一
八
五
四
～
）
の
移
住
だ
っ

た
よ
う
で
、
公
の
記
録
に
残
さ
れ

て
い
な
い
移
住
例
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

移
住
先
の
球
磨
や
薩
摩
に
は
、

天
草
の
人
た
ち
が
作
っ
た
と
い
う

集
落
が
今
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

(
三
区

歳
川

喜
三
生
）

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

⑰

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
地
区
コ
ミ
セ
ン
の
利
用
休
止
が
９

月
１
２
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご

協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


